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近年、溶液塗布により低コストで容易に作製可能であるペロブスカイト太陽電池は 25 %以上の

高いエネルギー変換効率を達成しており、さらなる高効率化、耐久性の向上等、実用化に向けた

研究が活発に行われている。その中でもアルカリ金属などの無機カチオンを用いた全無機型ペロ

ブスカイト化合物は、ペロブスカイト太陽電池の光活性層としての活用が期待されている。CsPbI3

薄膜は室温において時間経過に伴いペロブスカイト相(α相)から非ペロブスカイト相(δ相)へ構

造変化を起こすことが知られているが、成膜後のポスト処理によってペロブスカイト層が安定化

することも報告されている。本研究では、全無機型ペロブスカイト化合物である CsPbXyX’3-y薄膜

上に phenyltrimethylammonium bromide (PTABr), phenyltrimethylammonium iodide(PTAI)及び

phenyltrimethylammonium chloride (PTACl)を成膜し、それらの構造、耐久性ならびに太陽電池特

性について評価を行った。 

図 1 に XRD より求めた CsPbIBr2薄膜および同薄膜に

PTABr(0.5 g/L, 0.75 g/L)を成膜した試料のα相 CsPbIBr2 

の(100)ピーク強度の大気雰囲気下での経時変化を示す

0.5mg/ml の PTABr を成膜したときにα相 CsPbIBr2 のピ

ーク強度の減少が少なく、構造変化が抑制されているこ

とが分かった。詳細な実験結果については当日報告する。 

                          

Fig.1. Atmospheric exposure time 

dependence of the (100) peak intensity of 

CsPbIBr2. 
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